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【 利用面での基本方針 】 
 

リアス式海岸やサンゴ礁など地域特有の自然環境を活用し、レクリエーション活

動、観光振興、環境教育などに配慮した海岸づくりに努めると共に、海岸利用のル

ールづくりやマナー啓発により、適正な利用を促進する。 
また、四国南西部の流通拠点となる港湾機能や多様な漁業活動との調和を図りつ

つ、より多くの人々が海と親しむことのできる賑わいと活力に満ちた海岸づくりに

配慮する。 

 

【 環境面での基本方針 】 
 

変化に富んだリアス式海岸などによる独特な自然景観を有し、サンゴの群集地、

亜熱帯植物群落等の生息地など貴重な自然が多く残されおり、こうした周辺の自然

環境への支障を及ぼす行為をできるだけ回避するとともに、身近な藻場などにも配

慮し、自然環境と共生する海岸づくりを推進し、豊後水道東沿岸の優れた自然環境

を次世代に継承する。 

４．豊後水道東沿岸の海岸保全に関する基本理念 

 
愛媛県と高知県では、「 郷土の暮らしを守り、独特の雄壮な海岸環境を活かした海岸づく

り 」を両県共通の「豊後水道東沿岸の海岸保全に関する基本理念」とし、これに基づき各県域

での海岸保全を実施する。 
 
 
 
 

 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  

 
 
 

 

 

【 防護面での基本方針 】 
 

 地域を守る安全な海岸の整備を最優先に考え、高潮や侵食の危険性が高い地域な

ど緊急に防護が必要な箇所から計画的に整備を進める。 
また、津波などによる被害を受ける危険性の高い地域では、既存施設の点検及び

一定の整備に努めつつ、関係機関と連携して防災情報の提供や災害時の対応方法の

周知、避難経路や避難場所の確保、地域住民の防災意識の向上など防災体制の強化

を図る。 
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